
 

 

ご挨拶 

会 長  加藤裕子 

皆さま、平素より、会の活動にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。  

例年は 3 月に開催しておりました総会も、諸事情により、今年度(令和 6 年度)から新年度の開催

とさせて戴くこととなりました。今後も 3 月までの活動を４月に総括するということとなりますの

で、よろしくお願い致します。 

 

1974 年(昭和 49 年)6 家族の親たちでスタートした当会は、ひとつの大きな節目でもある 50

周年を迎えたこととなりました。 

ささやかに、そしてしっかりと「感動!!」です。 

 

 今年度の会員数は、25 名でのスタートとなりました。 

例年に習い、研修会･学習会事業と余暇支援活動事業を軸として、新年会も催す予定としています。 

青空会では、いつも加藤のぼやきとして聴いていただいていたかと思いますが「役員のなり手がな

い。係活動のチーフのなり手がいない。けれど会は存続させたい。」という状況は変わりません。コ

ロナ禍で、定例会すらも行えずにいた期間の中で、集まらないでも何とかなるという考えに慣れた

こと、就業されていたり、体調との相談が必要な期間であったりと、なかなか集まれないそれぞれ

の事情があると思います。会の活動を継続するに当たり、事業のあり方や進め方について、今後も

皆さまとともに考えていくことが必要と考えています。 

 定例会で会員さんの希望もお聴きし、青空会も原点に戻り、もっともっと語り合いの時間が持て

るような場にしていきたいと考えています。グチやボヤキ、ちょっとした自慢話など、我が子とと

もに年齢を重ね、懸命に進む親たちが息抜きできるような、元気になれるような会でありたいと考

えています。勿論、自らの思いを伝える手段が独特で、様々な場面で支援を必要とするチャーミン

グな我が子たちが、自分らしく過ごせるよう、意思決定のための支援や今後の生活についてなど、

課題に向き合う親たちが孤独にならずに過ごせるような学びも必要ですね。疑問や確信、不安や希

望、怒りも喜びも語り合いながら積み上げていける親の会でありたいと考え、皆さまのお知恵とお

力をお借りしながら、共に頑張りたいと思います。 

 

どうぞよろしくお願い致します。 
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中川 

令和 6 年 2 月 26 日（月）一般社団法人 全国手をつなぐ育成会連合会 常務

理事兼事務局長の又村あおい氏が、講師として招かれて、特別研修会が、開催され

ました。 

内容は、「法改正・報酬改正と意思決定支援」で、令和 6 年 4 月からの改正につ

いての概要や論点などと、知的・発達障害のある人の意思決定支援を考える・実践

する際のポイントについてでした。 

 

本人の意思決定を大事に思いますが、自分の子供に関して、今までどのくらい分

かってあげられただろうと、考えさせられました。 

また、改めてゆっくりお聞きしてみたいと思いました。 

能登半島地震後の現地の様子も報告されました。一般の避難所もすぐに開設する事が出来なかっ

たし、市の職員さん自身も被災され、3 割の方しか出られなかった大変な事態だったようです。 

そのような中、避難所に障害のある方が避難されて来た時に、学校の教室を用意してくれたそう

です。啓発活動を地道に取り組んでいく成果が、実証されたと、おっしゃっていました。 

会場 40 名弱、ズーム 90 数件の参加があり、皆さんの関心の高さを感じました。 北広島からは、

3 名参加しました。 

 

斉藤 

道育成会主催の特別研修会にリモートで参加いたしました。この研修会は当会の平成 21 年の寄

付金により実施され、今回で 12 回目を迎えるものであること、当会の寄付に至る経緯や思いが樋

口事務局長より参加者の皆様にご説明がありました。 

 又村氏のお話は毎回とても勉強になります。今回は法改正・報酬改定と意思決定支援についての

お話でした。今回の法改正では・報酬改定では本人が希望する地域生活を後押しする方向が一層明

確化されているそうです。その中で意思決定支援について、ベストインタレスト（本人にとっても

最善の利益）について、時間がなく足早でしたが、印象に残りました。【ベストインタレストとかけ

て、トイレの塩素系洗剤と説く、そのココロは『混ぜるな危険！！』】だそうです。本人の意思（気

持ち）と家族の心配ごとは混ぜない、「本人の心配事」であるかのように話しているとしたら、それ

は「混ぜるな危険」であると話をされていました。しっかりと心にとどめた言葉でした。 
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「法改正・報酬決定と意思決定支援」ご報告 

肢体部会は、今年度より諸般の事情により、部会としての活

動は休止させていただく形となりました。 

当会の構成として、肢体部会が無くなるわけではありません。 

ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

お知らせ 
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今年も市役所 5F 市民ギャラリーにて、発達障がい啓発週間の 4/2～4/8 に啓発パネル展を開催

いたしました。 

今年は北広島市のご協力により、「ライト・イット・アップ・ブルー」に参加し、また、上野市長

にもご賛同頂き、初めて「セルフィーサイン首長リレー」の活動にご参加いただきました。LIUB、

セルフィーサイン首長リレーの詳細は、NPO 法人あっとオーティズムのホームページ、日本自閉症

協会のホームページに掲載されています。 

市福祉課の皆様にご尽力いただきました。改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。 

★設営準備作業、撤去作業にご協力いただいた会員の皆様とご家族の皆様、ありがとうございま

した。沢山のご協力に感謝申し上げます。（仲上・斉藤） 

会場にて、お越し

いただいた方々に

配布させて頂きま

した。 
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研修事業 
◎役員 

・安味・大西・南 

・横山・山本 

新年会・ 

成人を祝う会 

◎相馬 

・葛西・近江谷・堀 

・井上 

余暇支援活動 
◎國岡  

・浮田・高橋（尚）・上原 

世界自閉症 

啓発デー 

◎仲上 

・佐藤・細谷 

※◎は、チーフです。よろしくお願いします。 

※研修事業は承諾いただける方がいなかったの

でチーフは役員で行います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

みどりのアスパラガス

担当 

・斉藤 ・中川 

・井上（野） 

【今年度の事業担当者】 

【活動報告】 

2 月 26 日 北海道手をつなぐ育成会特別研修会 

（加藤、中川、斉藤） 

3 月 12 日  

第 5 回北広島市障がい者自立支援協議会（全体会） 

（加藤、斉藤） 

3 月 14 日 役員会 

3 月 16 日  

北海道自閉症協会事務局三役会議（斉藤） 

4 月 3 日 

石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議会総会出席

（加藤・中川） 

4 月 4 日 会計監査 

4 月 11 日 議案書印刷・発送作業、役員会 

4 月 25 日 令和 5 年度定期総会、青空会  

【青空会の日程】(定例会) 

 <場所>中央公民館 

１F 研修室 

 <時間> 10：00～12：00 

<日程>      4 月 25 日（木） 

6 月 13 日（木） 

8 月 8 日（木） 

10 月 10 日（木） 

12 月 12 日（木） 

2 月 13 日（木） 

 ※偶数月の第 2 木曜日です。 

 ※見学希望の方についても 

 事前にご連絡をいただければ、ご参加

いただけます。 

令和 6 年度 

会費納入のお願い 

・ 年会費 6,000 円 

・ 会費は、1年分の前納制とし、6 月末まで 

に青空会、または、振込みにて納入して下

さい。 

ただし、中途入会者は、入会月から 3 月ま

での月数分の会費となります。 

・ 会費に関するご相談は、会計までお願い

します。 

【お振込先口座】 

北海道銀行 北広島支店 

（普）１１５－０４３１１２３ 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会 

代表 加藤 裕子 

この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活

動を広く紹介する目的で発行しています。ほかの目的に

使用しないよう、また、破棄する場合は取り扱いにご注意

下さるようお願いいたします。(245 号編集担当：斉藤) 

会報担当【中川 斉藤 井上】 
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